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特別障害者手当などを支給します
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後期高齢者医療被保険者証が新しくなります
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 6月22日　富士山世界遺産登録 1周年記念
　　　　　「富士山カンパイ！」
　　　　　（吉原商店街　長

ちょう

さん小
こ

路
みち

）
　　　　　→関連記事は 9ページ

　富士山
世界遺産登録 1周年
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市
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
築
い
て
い
く
子

ど
も
た
ち
が
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
、
明
る
く
生

き
生
き
と
生
活
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

平
成
17
年
3
月
に
「
富
士
市
次
世
代
育
成
支
援

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
10
年
計
画
で
、
平
成
17
〜
21
年

度
を
前
期
計
画
、
平
成
22
〜
26
年
度
を
後
期
計

画
と
し
て
行
動
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

目
標
の
達
成
に
向
け
た
主
な
事
業
の
実
績
と
、

後
期
計
画
の
目
標
値
に
つ
い
て
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。

❶
子
ど
も
が
主
役
！

　
子
ど
も
の
権
利
の
保
障
と
自
立
を
応
援

す
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

❷
ま
ず
は
家
庭
で
の
子
育
て
！

　
子
育
て
を
頑
張
る
全
て
の
家
庭
を
応
援

す
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

❸
支
え
ま
す
。
地
域
で
も
！

　
子
育
て
を
地
域
全
体
で
支
え
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す

　
計
画
の
基
本
目
標

「
富
士
市
次
世
代
育
成
支
援
計
画
」
と
は

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て
策
定
さ
れ
た
「
富

士
市
次
世
代
育
成
支
援
計
画
」

の
実
績
と
、
今
年
度
の
目
標
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
子
育
て
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
そ
の
結
果
の
一
部
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
し
て
日
常
悩
ん
で
い
る
こ

　
と
、
気
に
な
る
こ
と
（
複
数
回
答
）

教
育
・
保
育
・
子
育
て
支
援
　

　
　
　
の
充
実
を
目
指
し
て

実
績
報
告
と
今
後
の
目
標

「
富
士
市
次
世
代
育
成
支
援
計
画
」の

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
調
査
」の
結
果
報
告
（
一
部
抜
粋
）

【富士市次世代育成支援計画の実績と目標】

事業名（実績） 後期計画の実績 後期計画の目標値
平成24年度 平成25年度 平成26年度

不妊治療費助成事業（年間助成人数） 265人 323人 約250人
妊産婦・乳幼児などの家庭訪問指導事業（年間訪問件数） 5,044人（2,742件） 4,970人（2,680件） 約2,500件
思春期保健体験講座 ［中学生］ 5校実施 ［中学生］14校実施 全中学校16校

通常保育事業（保育園の受け入れ児童数） 3,760人 3,870人 約3,800人
※年度末時点の児童数。

家庭的保育事業（保育ママ／受け入れ児童数） 11人／258人 9人／187人 20人／280人
※受け入れ児童数は年間合計数。

認可外保育施設運営への支援 4事業所 7事業所 5事業所
放課後児童クラブ（受け入れ児童数） 1,699人 1,756人 約1,930人
児童館数 3館 3館 4館
一般事業主行動計画の策定、実施事業所への支援
（育児休業など取得推進実施事業所の割合） 52.4％ 49.4％ 60％
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対
象
／
市
内
在
住
で
、
就
学
前
の
子
ど
も
が
い

　

る
家
庭

抽
出
方
法
／
4
0
0
0
人
を
無
作
為
に
抽
出

調
査
期
間
／
平
成
25
年
12
月
20
日
〜
平
成
26
年

　

1
月
10
日

有
効
回
収
数（
率
）／
1
9
3
5
件（
48
・
4
％
）

　

「
自
宅
」
と
答
え
た
家
庭
が
55
・
3
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
習
い
事
」
、
「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

子
ど
も
に
放
課
後
の
時
間
を
過
ご
さ
せ

　
た
い
場
所
（
複
数
回
答
）

　
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
貴
重
な
ご
意
見
を
参
考
に
、
子
育

て
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
調
査
結
果
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
「
就
労
状
況
等
に
　

　
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」、「
放
課
後
児
童

　
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の

　
結
果
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
　
☎（
55
）2
7
3
1

　
　
　
　
　
　
　
5（
51
）0
2
4
7

0 10 20 30 40 50 60

放課後　　
子ども教室

祖父母宅や　
友人・知人宅

放課後　　
児童クラブ
（学童保育）

習い事

自宅

7.9％

20.7％

30.8％

44.7％

55.3％
（上位 5項目）

（％）

　

育
児
休
業
を「
取
得
し
た（
取
得
中
で
あ
る
）」

人
は
、
母
親
が
27
・
4
％
な
の
に
対
し
、
父
親

は
4
・
0
％
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
取
得
し
て
い
な
い
」
人
は
、
母
親

が
18
・
6
％
、
一
方
で
父
親
は
83
・
7
％
と
8

割
以
上
の
人
が
取
得
し
て
い
な
い
と
い
う
結
果

で
し
た
。

　
育
児
休
業
の
取
得
状
況
（
単
数
回
答
）

　

「
病
気
や
発
育
・
発
達
に
関
す
る
こ
と
」
が

41
・
7
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
食
事
や
栄

養
に
関
す
る
こ
と
」
、
「
子
ど
も
を
叱
り
す
ぎ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
」
、
「
子
ど
も
の
教

育
に
関
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

子
育
て
に
関
し
て
日
常
悩
ん
で
い
る
こ

　
と
、
気
に
な
る
こ
と
（
複
数
回
答
）

0 10 20 30 40 50

仕事や自分のやりたいことが
十分にできない

子どもの教育に関すること

子どもを叱りすぎている
ような気がする

食事や栄養に関すること

病気や発育・発達に関すること

27.4％

30.6％

33.0％

40.4％

41.7％

（％）

（上位 5項目）

0 10 20 30 40 50

父親

母親

子育てや家事に
専念するため退職した

配偶者が無職、祖父母等の
親族にみてもらえるなど、制度を

利用する必要がなかった

収入源となり、経済的に苦しくなる

仕事が忙しかった

職場に育児休業を
取りにくい雰囲気があった

0 20 40 60 80 100

無回答
取得していない
取得した（取得中である）
働いていなかった

父親

母親

1.0％

50.9％

4.0％

27.4％

83.7％

18.6％

11.4％

3.2％

47.4％

3.1％

8.6％

10.0％

20.6％

0.4％

44.3％

32.6％

39.6％

32.6％

（％）

（一部抜粋）

（％）

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
調
査
」の
結
果
報
告
（
一
部
抜
粋
）

　
現
在
、
富
士
市
で
は
少
子
化
が
進
み
、

家
庭
や
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
子
ど
も
や
子
育
て
を
支
援
す
る
新
し

い
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
築
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
市
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
参
考

に
、
多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、

◆
富
士
市
の
全
て
の
子
ど
も
が
笑
顔
で
成

　

長
し
て
い
く
た
め
に

◆
富
士
市
の
全
て
の
家
庭
が
安
心
し
て
子

　

育
て
で
き
、
育
て
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ

　

る
た
め
に

各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
に
、
安
心
と
喜
び
を

●
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
な
い
人
の
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
抜
粋
）

母
親

・
子
育
て
や
家
事
に
専
念
す
る
た
め
退
職
し
た

・
職
場
に
育
児
休
業
の
制
度
が
な
か
っ
た

・
職
場
に
育
児
休
業
を
取
り
に
く
い
雰
囲
気
が

　

あ
っ
た

父
親

・
配
偶
者
が
無
職
で
、
祖
父
母
な
ど
の
親
族
に

　

見
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
、
制
度
を
利
用

　

す
る
必
要
が
な
か
っ
た

・
仕
事
が
忙
し
か
っ
た

・
収
入
が
減
り
、
経
済
的
に
苦
し
く
な
る

※
調
査
結
果
の
比
率
は
、
回
答
者
数
を
基
数
と

　

し
て
算
出
し
、
小
数
点
以
下
第
2
位
を
四
捨

　

五
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
合
計
が
1
0
0
％

　

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
の
5
年
間
を
1
期
と
す
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定

に
伴
い
、
子
育
て
に
関
す
る
現
状
や
希
望
な
ど

を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。



【
港
紹
介
コ
ー
ナ
ー
】

・
工
場
夜
景
パ
ネ
ル
展

・
港
湾
安
全
業
務
P
R

・
港
湾
荷
役
車
両
展
示

・
田
子
の
浦
港
の
歴
史
紹
介
展
示

・
富
士
山
関
連
グ
ッ
ズ
の
販
売

【
海
上
自
衛
隊
コ
ー
ナ
ー
】

・
海
上
自
衛
隊
艦か

ん

艇て
い

（
Y
D
T-

03
水
中

　

処
分
母
船
）（
下
写
真
）
の
一
般
公
開
と

　

装
備
品
の
展
示
、
パ
ネ
ル
展

【
陸
上
自
衛
隊
コ
ー
ナ
ー
】

・
陸
上
自
衛
隊
車
両
な
ど
の
展
示

・
炊
事
班
に
よ
る
カ
レ
ー
の
無
料
配
布

　

（
先
着
2
0
0
人
）

※
カ
レ
ー
無
料
配
布
の
整
理
券
は
、
開
会

　

式
終
了
後
に
会
場
本
部
で
配
り
ま
す
。

【
漁
船
パ
レ
ー
ド
】

・
田
子
の
浦
漁
業
協
同
組
合
に
よ
る
圧
巻

　

の
漁
船
パ
レ
ー
ド
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　問い合わせ／産業政策課　港湾振興室　155-2816　551-1997
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Asa-sangyou@div.city.fuji.shizuoka.jp

　
イ
ベ
ン
ト
内
容

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
は
、
田
子
の
浦

港
か
ら
富
士
山
を
一
望
で
き
る
絶

景
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
カ
メ
ラ
を
ご
用
意

の
上
、
お
越
し
く
だ

さ
い
！

【
参
加
団
体
】

　

海
上
自
衛
隊
、
陸
上
自
衛
隊
、
国

土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
清
水
港

湾
事
務
所
、
清
水
海
上
保
安
部
田
子

の
浦
分
室
、
清
水
税
関
支
所
田
子
の

浦
出
張
所
、
静
岡
県
田
子
の
浦
港
管

理
事
務
所
、
田
子
の
浦
埠
頭
㈱
、
富

士
商
工
会
議
所
青
年
部
「
富
士
工
場

夜
景
倶
楽
部
」
、
田
子
の
浦
漁
業
協

同
組
合
、
田
子
の
浦
ポ
ー
ト
セ
ー
ル

ス
実
行
委
員
会
、
富
士
山
観
光
交
流

ビ
ュ
ー
ロ
ー

JR吉原駅ポートフェスタ
会場

第 1駐車場

田子浦みなと祭り会場
  （ふじのくに田子の浦
　　　　  みなと公園）

第 2駐車場

交通規制
16:00～21:00

国道 1
号線

漁協

シャトルバス
運行経路

　
会
場
案
内

【
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
】

運
行
時
間
／
8
時
〜
21
時
30
分

　
　
　
　
　

（
15
〜
20
分
間
隔
で
運
行
）

運
行
経
路
／
J
R
吉
原
駅
〜
第
2
駐
車
場

　

〜
第
1
駐
車
場
〜
田
子
の
浦
ポ
ー
ト
フ

　

ェ
ス
タ
会
場
〜
田
子
浦
み
な
と
祭
り
会
場

※
田
子
の
浦
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
会
場
〜
田

　

子
浦
み
な
と
祭
り
会
場
間
は
、
14
時
30

　

分
か
ら
運
行
開
始
し
ま
す
。

※
田
子
の
浦
ポ
ー

　

ト
フ
ェ
ス
タ
終

　

了
後
、
「
第
19

　

回
田
子
浦
み
な

　

と
祭
り
」
が
、

　

ふ
じ
の
く
に
田

　

子
の
浦
み
な
と

　

公
園
で
開
催
さ

　

れ
ま
す
。

（提供：海上自衛隊舞鶴地方隊）

  9:00　開会式、記念式典
　　　　 炊き出し訓練開始
　　　　 （11、13時にカレーの配布）
　　　　　各コーナーの展示・物品
　　　　 販売開始
  9:20　漁船パレード
10:00　艦艇公開
15:30　閉会式
16:00　田子浦みなと祭り開会

イベントスケジュール

田子浦みなと祭り

※当日の開催確認は、おしえてコールふじ（☎53-1111）へ。

※雨天決行。荒天中止。

と　き／ 7月20日（日）
　　　　 9:00 ～16:00
ところ／富士埠

ふ

頭
とう

5・6岸壁

初開催
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立
ち
直
り
を
支
え
る

7
月
1
日
は
「
更
生
保
護
の
日
」更

生
保
護

　

罪
を
犯
し
た
人
は
、
裁
判
を
終
え
、
処

分
を
受
け
た
後
、
社
会
に
戻
り
ま
す
。

　

「
更
生
保
護
」
は
、
罪
を
償
い
、
再
出

発
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を

支
援
し
、
再
犯
や
非
行
に
陥
る
の
を
防
ぐ

仕
組
み
で
す
。

　

今
回
は
、
「
更
生
保
護
」
の
仕
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

悪
循
環
と
い
う
現
実

　

罪
を
犯
し
た
人
は
、「
反
省
」
と
「
償
い
」

を
経
て
社
会
に
戻
り
、
立
ち
直
る
た
め
の

努
力
を
し
ま
す
。
し
か
し
、「
帰
る
場
所

が
な
い
」、「
仕
事
が
な
い
」、「
相
談
す
る

人
が
い
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
社
会
に

居
場
所
が
な
く
、
再
び
犯
罪
を
重
ね
て
し

ま
う
と
い
う
悪
循
環
に

陥
る
人
も
い
ま
す
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
サ
イ
ク
ル

　

犯
罪
か
ら
の
立
ち
直
り
に
は
、
見
守
り

や
、
支
え
る
地
域
社
会
の
温
か
い
心
が
必

要
で
す
。
犯
罪
や
非
行
が
な
く
な
れ
ば
、

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
も
、
よ
り
安
全
で

安
心
な
ま
ち
に
な
り
ま
す
。

犯
罪
が
起
こ
る
サ
イ
ク
ル
を
変
え
、

明
る
い
社
会
へ

　
「
保
護
司
」
と
は
？

　

罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
地
域
で

支
え
る
、
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
生
活
を
見
守

り
、
犯
罪
を
予
防
す
る
た
め
の
地
域
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
仕
事

❶
保
護
観
察
に
な
っ
た
人
へ
の
助
言
や
指

　

導
❷
刑
務
所
や
少
年
院
な
ど
に
い
る
人
の
、

　

出
所
後
の
生
活
環
境
な
ど
の
調
整

❸
地
域
で
の
犯
罪
予
防
の
啓
発
活
動

❹
保
護
司
活
動
に
必
要
な
関
係
者
や
関
係

　

機
関
と
の
連
絡
・
協
議

立
ち
直
り
を
支
え
る
「
保
護
司
」

　

「
保
護
司
」
以
外
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
生
か
し
、
積
極
的
に
更
生
保
護
活

動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
あ
り
ま

す
。

●
協
力
雇
用
主

　

過
去
に
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
雇
用

し
、
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
事
業
者

●
更
生
保
護
女
性
会

　

女
性
の
立
場
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
犯

罪
予
防
の
活
動
や
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
の
た
め
の
子
育
て
支
援
活
動
な
ど
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
保
護
司
」以
外
の
更
生
保
護
関
係
者

な
ど

問
い
合
わ
せ

福
祉
総
務
課
　
☎（
55
）2
7
5
7

　
　
　
　
　
　
5（
52
）2
2
9
0

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
、
罪
を
犯
し
た
人
の
改
善
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。
各
地
で
、
街
頭
啓
発
や

ミ
ニ
集
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

●

B
B
S
会

　

（B

ビ
ッ
グ

ig B

ブ
ラ
ザ
ー
ズ

rothers a

ア
ン
ド

nd S

シ
ス
タ
ー
ズ

isters

　
　
　
　
　
　
　
　

M

ム
ー
ブ
メ
ン
ト

ovem
ent

の
略
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
少
年
・
少

女
に
、
兄
弟
・
姉
妹
の
よ
う
な
身
近
な
立

場
で
接
す
る
こ
と
で
、
少
年
・
少
女
の
成

長
を
助
け
る
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

●
更
生
保
護
施
設

　

刑
務
所
を
出
所
後
、
帰
る
場
所
が
な
い

人
た
ち
に
宿
泊
場
所
や
食
事
を
提
供
し
、

自
立
に
向
け
た
生
活
指
導
を
行
う
民
間
の

施
設

・食や住をサポートする
・声をかける
・温かく見守る　など

保護司による面接

地域社会との
つながりが大切
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対
象
／
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
障
害
が

　

あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
満
20

　

歳
未
満
の
子
ど
も
を
家
庭
で
養
育
し
て
い

　

る
保
護
者

 

■
１
級
に
該
当
す
る
子
ど
も

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
ま
た
は
3

　
　

級
の
一
部
（
※
2
）

　

②
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
Ａ

 

■
2
級
に
該
当
す
る
子
ど
も

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
ま
た
は
4
級
の

　
　

一
部
（
※
3
）

　

②
知
的
障
害
で
I
Q 

50
以
下

対
象
／
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
該
当
者
で

　

所
得
制
限
に
よ
り
受
給
で
き
な
い
保
護
者

対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の
障
害
者

　
　

と
同
居
し
て
常
に
介
護
し
て
い
る
人

　

②
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
と
Ｉ
Ｑ
35　

　
　

以
下
の
知
的
障
害
が
重
複
し
て
い
る
人

　
　

と
同
居
し
て
常
に
介
護
し
て
い
る
人

※
1　

身
体
障
害
者
手
帳
個
別
の
障
害
が
1
・

　
　
　

2
級
、
知
的
障
害
で
I
Q
20
以
下
、

　
　
　

重
度
の
精
神
障
害

※
2　

下
肢
障
害
に
お
い
て
、
両
足
首
か
ら

　
　
　

欠
く
も
の

※
3　

下
肢
障
害
に
お
い
て
、
一
下
肢
の
機

　
　
　

能
の
著
し
い
障
害
以
上

★
I
Q
…
知
能
指
数

対
象
／
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
重
度
の

　

障
害（
※
1
）が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い

　

て
常
に
特
別
な
介
護
が
必
要
な
満
20
歳
以

　

上
の
在
宅
障
害
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

　

該
当
す
る
人

　

①
重
度
の
障
害
が
2
つ
以
上
あ
る
（
内
部

　
　

障
害
の
重
複
は
1
つ
の
障
害
と
し
て
扱

　
　

わ
れ
ま
す
）

　

②
重
度
の
障
害
が
1
つ
あ
り
、
ほ
か
の
障

　
　

害
（
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
、
知
的
障

　
　

害
I
Q 

35
以
下
ま
た
は
精
神
障
害
）
が

　
　

2
つ
以
上
あ
る

　

③
重
度
の
障
害
が
1
つ
あ
り
、
そ
の
障
害

　
　

の
た
め
日
常
生
活
（
動
作
）
に
お
い
て

　
　

常
に
特
別
な
介
護
が
必
要

対
象
／
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
重
度
の

　

障
害（
※
1
）が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い

　

て
常
に
介
護
が
必
要
な
満
20
歳
未
満
の
在

　

宅
障
害
児
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　

る
子
ど
も

　

①
重
度
の
障
害
が
1
つ
以
上
あ
る

　

②
知
的
障
害（
I
Q 

35
以
下
）と
身
体
障
害

　

   

（
身
体
障
害
者
手
帳
2
級
）の
合
併
障
害

　

重
度
の
障
害
が
あ
る
人
で
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
に
特
別
な
介

護
が
必
要
な
人
は
、
特
別
障
害
者

手
当
な
ど
を
受
給
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
障
害
福
祉
課

　

☎（
55
）2
7
5
9
5（
53
）0
1
5
1

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

◎
手
当
の
認
定
に
つ
い
て
は
審
査
が
あ
り
、

　
該
当
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
手
当
に
よ
っ
て
必
要
な
書
類
が
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
障
害
福
祉
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

 

●
本
人
ま
た
は
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者

　

の
所
得
が
一
定
以
上
あ
る
と
き

 

●
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

 

●
3
か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
と
き

　

（
特
別
障
害
者
手
当
の
み
）

富
士
市
重
度
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

 

●
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

 

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る　

　

と
き

富
士
市
重
症
心
身
障
害
者
等
介
護
手
当

 

●
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

　

当
、
経
過
的
福
祉
手
当
、
障
害
基
礎

　

年
金
を
受
け
て
い
る
と
き

 

●
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
と
き

 

●
本
人
ま
た
は
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者

　

の
所
得
が
一
定
以
上
あ
る
と
き

※
身
体
障
害
と
知
的
障
害
が
重
複
し
て

　

い
る
人
は
支
給
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

手
当
に
は
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す

★

手当の支給額（平成26年  4  月時点）

手当の種類 支給額（月額）
●特別障害者手当 2万6,000円
●障害児福祉手当 1万4,140円

●特別児童扶養手当
1級　4万9,900円
2級　3万3,230円

●富士市重度心身障害児福祉手当 1万円
●富士市重症心身障害者等介護手当 5,000円

特
別
児
童
扶
養
手
当

富
士
市
重
度
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

富
士
市
重
症
心
身
障
害
者
等
介
護
手
当

❶

❸❹❺

❷

重
度
の

障
害
が

あ
る
人
へ

❶
❷

❸

❹
❺

特
別
障
害
者
手
当 

な
ど
を

支
給
し
ま
す



上段：実習風景（左から注射実習、沐
もくよく

浴実習）
下段：平成26年度戴

たい

帽式

救急の日（救急救命体験）
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募
集
内
容

学　

科
／
看
護
学
科
（
3
年
課
程
）

定　

員
／
40
人
（
推
薦
入
学
者
を
含
む
）

対　

象
／
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
（
見
込　

　
　
　
　

み
を
含
む
）
ま
た
は
、
文
部
科
学　

　
　
　
　

大
臣
が
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す　

　
　
　
　

る
と
認
定
し
た
人

試
験
日
／�

一
次　

平
成
27
年
1
月
14
日（
水
）

�

二
次　

平
成
27
年
1
月
29
日（
木
）

※
一
次
は
学
科
試
験
・
小
論
文
、
二
次
は
面

接
（
一
次
試
験
合
格
者
の
み
）。

受
験
料
／
7
0
0
0
円

申
し
込
み
／
12
月
8
〜
22
日
に
、
入
学
願
書

　
　
　
　

を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
市
立
看
護

������������

専
門
学
校
へ

※
詳
し
く
は
、
学
生
募
集
要
項
（
市
立
看
護

専
門
学
校
で
配
布
）を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

★
募
集
要
項
及

　

び
過
去
問
題

　

の
送
付
を
希

　

望
す
る
人
は
、

　

市
立
看
護
専

　

門
学
校
へ
お

　

問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

市
立
看
護
専
門
学
校
入
学
生

募
　
集

平成27年度

市
立
看
護
専
門
学
校

〒
4
1
6-

0
9
0
4

本
市
場
新
田
1
1
1
の
1

1（
64
）3
1
3
1

5（
64
）3
1
3
5

問い合わせオ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　�

〜
看
護
へ
の
道
〜

と　

き
／�

①
7
月
27
日（
日
）
13
〜
16
時

②
10
月
25
日
（
土
）
10
〜
12
時
（
学�

               

生
祭
「
紫し

苑お
ん

祭
」
開
催
時
、
荒

　
　
　
　
　

天
の
場
合
は
10
月
26
日（
日
））

と
こ
ろ
／
市
立
看
護
専
門
学
校

内　

容
／
①�

学
校
説
明
、教
育
方
針
の
内
容
、

学
生
に
よ
る
体
験
発
表
、
施
設

見
学
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
学
校

紹
介
ビ
デ
オ
の
上
映
な
ど

②
模
擬
授
業
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

個
別
相
談
（
個
別
相
談
は
15
時

ま
で
）

対　

象
／
①
高
校
生
以
上
の
人
と
そ
の
保
護

　
　
　
　
　

者
、
学
校
関
係
者
ほ
か

　
　
　
　

②
中
学
生
以
上
の
人

申
し
込
み
／
①
当
日
12
時
30
〜
50
分
に
、
直

　
　
　
　
　

接
会
場
へ

　
　
　

②
当
日
直
接
会
場
へ
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市
は
、
7
・
8
月
の
2
か
月
間
を
「
河

川
愛
護
美
化
推
進
月
間
」
と
し
、
川
に
親

し
み
、
河
川
愛
護
の
心
を
育
て
る
た
め
の

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

川
は
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
水
を
運
ん
で
く
れ
ま
す
。ま
た
、

清
ら
か
な
水
の
流
れ
と
水
辺
の
空
間
は
、

私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。こ

の
財
産
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
川
を
愛
し
、
正
し
く
利
用
し
、

美
し
く
保
ち
、
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

７
・
８
月　

き
れ
い
な
川
を
い
つ
ま
で
も

河
川
愛
護
美
化
推
進
月
間

富
士
川
流
域
河
川
一
斉
清
掃

「
水
辺
探
検
隊
2
0
1
4
」

 

参
加
者
募
集

と　

き
／ 

8
月
21
日
（
木
）
9
〜
16
時

　

（
8
時
50
分
受
け
付
け
）

集
合
場
所
／
今
泉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

探
検
場
所
／
田
宿
川
（
雨
天
時
は
今
泉
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
雨
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

内　

容
／
富
士
山
か
ら
の
湧
き
水
に
触
れ

て
、
遊
ん
で
、
楽
し
ん
で
、
川
の
不
思

議
を
体
験

対　

象
／
市
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生

（
保
護
者
の
参
加
も
可
）

定　

員
／
30
人
程
度
（
先
着
順
）

申
し
込
み
／
7
月
22
日
〜
8
月
14
日
（
土

・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
に
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
、
参
加
者
の

氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
性
別
、
保
護

者
の
氏
名
・
携
帯
電
話
番
号
を
記
入
し
、

河
川
課
へ

毎
年
7
月
に
、
岩
松
・
岩
松
北
地
区
の

皆
さ
ん
の
「
コ
ス
モ
ス
の
里
づ
く
り
」
と

連
携
し
、
か
り
が
ね
堤
の
一
斉
清
掃
を
行

っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

河
川
課

　
　
　
　
　
　

1（
55
）2
8
3
3

5（
51
）0
3
6
0

　

古
い
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

有
効
期
限（
7
月
31
日（
木
））を
過
ぎ
た「
オ

レ
ン
ジ
色
」の
保
険
証
は
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
注
意
し
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

○
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
持

っ
て
い
る
人
へ

認
定
証
も
8
月
1
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

交
付
対
象
者
に
は
、
新
し
い
認
定
証
を
7
月
中
旬

以
降
に
郵
送
し
ま
す
。

※
更
新
の
た
め
の
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
8
月
に
決
定
し

ま
す
。
保
険
料
は
、
医
療
費
の
増
加
な
ど
を
考
慮

し
、
2
年
に
1
度
改
定
さ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
8
月
中

旬
に
通
知
し
ま
す
。

平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料（
1
年
間
の
保

険
料
の
計
算
方
法
）

保
険
料
（
限
度
額
57
万
円
）

均
等
割
額
（
3
万
8
5
0
0
円
）

所
得
割
額

（
前
年
の
総
所
得
金
額
等
ー
33
万
円
）×
7
・
57
％

　

（
旧
た
だ
し
書
き
所
得
）

現
在
使
用
し
て
い
る
「
オ
レ
ン
ジ
色
」
の

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
7
月
31
日
ま
で
で

す
。
8
月
1
日
か
ら
は
、
自
宅
に
郵
送
さ
れ

る「
藤
色
」の
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

75歳
以上の人へ

8
月
1
日
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　8月1日から使用する保険
証は、「黄色い封筒」で市役所
から7月中旬以降に郵送され
ます。

保険証はこの封筒で届きます

問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
　
高
齢
者
医
療
担
当

☎（
55
）2
7
5
4
　
5（
51
）2
5
2
1

8 月1日から

＋ ＝

新
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6
月
22
日（
日
）、
富
士
山
の

世
界
遺
産
登
録
1
周
年
を
記

念
し
、
市
内
各
地
で
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
登

録
決
定
時
刻
の
17
時
28
分
に

は
、
富
士
市
交
流
プ
ラ
ザ
、
吉
原
商

店
街
、
道
の
駅
富
士
川
楽
座
の
3
会
場

で
、
同
時
に
「
富
士
山
カ
ン
パ
イ
」
を
行
い
、

参
加
者
全
員
で
「
ふ
じ
山
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

富
士
山
世
界
遺
産
登
録
1
周
年
記
念

【富士市交流プラザ】　①「富士山カンパイ」
②オリジナルの「富士山の歌」を披露する富
士第一小学校の児童
【吉原商店街】　③ナポリン風船ワークショッ
プ　④「富士山カンパイピロシキ」の販売
【道の駅富士川楽座】　⑤「トイレットペー
パー富士山」　⑥「富士山カンパイ」
【特別イベント】　⑦「富士山・工場夜景ビー
ルトレイン」　⑧⑨「オール富士さん！」に
よるミニ岳南電車と富士山オブジェ展示

①

②

③ ④ ⑤

⑥⑦
⑨

9 広報ふじ 2014年 7月 5 日号
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平成26年
9
月
19（
金
）
22（
月
）
25（
木
）
30（
火
）

個
人

10
月
2（
木
）
6（
月
）
8（
水
）
10（
金
）
15（
水
）
21（
火
）
23（
木
）
28（
火
）
30（
木
）

個
人

11
月
5（
水
）
7（
金
）
11（
火
）
13（
木
）
17（
月
）
19（
水
）
21（
金
）
26（
水
）

個
人

28（
金
）

12
月
3（
水
）
5（
金
）
9（
火
）
11（
木
）
17（
水
）
19（
金
）

平成27年
1
月
14（
水
）
16（
金
）
20（
火
）
22（
木
）
29（
木
）

個
人

2
月
13（
金
）
18（
水
）
20（
金
）
27（
金
）

個
人

3
月
3（
火
）
5（
木
）
10（
火
）
12（
木
）

団
体
・
グ
ル
ー
プ
対
象

実
施
日
／
左
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

時
　
間
／

　

1
日
コ
ー
ス（
9
時
30
分
〜
14
時
）　

　

半
日
コ
ー
ス（
9
時
30
分
〜
12
時
）

コ
ー
ス
／
実
施
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
見

　

学
場
所
の
希
望
を
伺
い
、
相
談
の
上
、

　

決
定
し
ま
す

対
　
象
／
市
内
の
10
〜
21
人
の
団
体
・
グ

　

ル
ー
プ
（
企
業
・
営
利
団
体
は
除
く
）

参
加
費
／
無
料

※
自
家
用
車
な
ど
で
追
走
は
で
き
ま
せ
ん

※
見
学
終
了
後
、
参
加
者
全
員
に
ア
ン
ケ

　

ー
ト
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 【
申
し
込
み
】

　

見
学
を
希
望
す
る
団
体
の
代
表
者
が
、

次
の
日
程
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
同

一
団
体
の
申
し
込
み
は
年
1
回
で
す
。

と
　
き
／
8
月
22
日（
金
）

　
　
　
　
9
時
〜
9
時
15
分
（
厳
守
）

と
こ
ろ
／
市
役
所
8
階
第
2
会
議
室

※�

希
望
日
が
重
複
し
た
場
合
、
抽
せ
ん
を

行
い
ま
す
。
必
ず
第
2
・
第
3
希
望
日

ま
で
検
討
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
空
き
が
あ
る
場
合
は
、
8
月
22
日
10
時

　

か
ら
、
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

個
人
対
象

　

1
人
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
（
た

だ
し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
、
初
め
て
の

人
を
優
先
し
、
抽
せ
ん
）。

実
施
日
／
上
表
の
見
学
実
施
日
の「
個
人

　

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

※
コ
ー
ス
や
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は

　

実
施
日
の
前
月
の
「
広
報
ふ
じ
」
で
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
市
政
に
対
す
る

ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
市
内

の
文
化
・
教
育
・
福
祉
・
生
活
・

環
境
な
ど
の
公
共
施
設
を
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
案
内
し
ま
す
。

公
共
施
設
見
学
の

問
い
合
わ
せ

　
広
報
広
聴
課
　

　
　
　
1（
55
）
2
7
3
6

　
　
　

5（
51
）
1
4
5
6

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

見
学
実
施
日
（
後
期
9
月
〜
平
成
27
年
3
月
）

個
人
…
個
人
参
加

※
参
加
は
、
1
団
体
に
つ
き
、

　
年
　
回
に
限
り
ま
す
。

　
市
議
会
6
月
定
例
会
で
、
仁
藤
哲
氏
の

副
市
長
へ
の
就
任
が
全
会
一
致
で
決
ま
り

ま
し
た
。
任
期
は
、
6
月
13
日
か
ら
平
成

30
年
6
月
12
日
ま
で
の
4
年
間
で
す
。

　
副
市
長
は
、
市
長
の
補
佐
、
職
員
の
担

任
す
る
事
務
の
監
督
、
市
長
の
職
務
代
理

な
ど
の
職
務
に
加
え
、
政
策
の
執
行
に
当

た
り
ま
す
。

新
副
市
長

　
　
　  

紹
介

仁に

藤と
う

　
哲さ

と
る

　
副
市
長

　

昭
和
52
年
4
月
、
山
川
工
業
株
式
会
社

（
現
ユ
ニ
プ
レ
ス
株
式
会
社
）
に
入
社
し

て
以
来
、
ユ
ニ
プ
レ
ス
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
、
株
式
会
社
ユ
ニ
プ
レ
ス
技
術

研
究
所
代
表
取
締
役
社
長
、
ユ
ニ
プ
レ
ス

株
式
会
社
特
別
顧
問
な
ど
を
歴
任
。
富
士

市
出
身
、
松
岡
在
住
。
61
歳
。　

。

�1 

」、
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プラザ星空映画祭

と　き／ 8月 2日g　19:00上映開始
（雨天の場合は 8月10日a）
ところ／平垣公園（富士市交流プラ
ザ前）
上映作品／「アンパンマン」「ムーミ
ン」「まんが日本昔ばなし」
入場料／無料（当日直接会場へ）
問い合わせ／富士市交流プラザ�
� 165-5523

社会福祉センターのプールを
一般開放します

と　き／ 7月18日～ 8月31日　9:00
～16:00（12:00～13:00は昼休み）
ところ／田子浦荘、東部市民プラザ、
鷹岡市民プラザ
休場日／毎週月曜日、第 3日曜日、
7月22日c

入場料／無料
問い合わせ／田子浦荘　161-0171　
東部市民プラザ　134-0500　�
鷹岡市民プラザ　172-1770

※必ず水泳帽を着用してください。
※雨天時は休場する場合があります
ので、お問い合わせください。

夏休みジュニアゴルフレッスン会

とき・ところ／�
★ 8月 6日d　13:00～14:00　�
富士川ゴルフセンター　181-2361�
★ 8月 8日f　10:00～11:00　�
鈴川ゴルフセンター　133-0296

※各会場 1回のみの体験レッスンで
す。
対　象／市内在住の小学 3～ 6年生
定　員／各会場10人（先着順）
受講料／無料（保険料として500円）
申し込み・問い合わせ／開催日前日
までに、電話で各会場へ

里山体験講座「川と遊ぼう」

自然体験を通して、楽しみながら
里山の恵みを見つけてみませんか。
と　き／ 8月24日a　9:00～13:30　
（雨天の場合は 8月31日a）
ところ／吉

よし

津
づ

川・こぶしの里（岩淵）
※会場付近に駐車場があります。
内　容／リバートレッキング、サワ
ガニとり、川遊び、植物観察、竹
細工など
対　象／小学生とその家族
定　員／40人（先着順）
参加費／ 1人500円（小学生未満は無料）
持ち物／昼食、飲み物、タオル、着
がえ
服　装／ぬれてもよい服装（長袖・
長ズボン）、帽子、スニーカー
※サンダル類は不可。
申し込み・問い合わせ／ 7月30日～
8月 6日（土・日曜日は除く）の
9:00～17:15に、直接または電話で
環境保全課へ� 155-2773

ロゼこどもサマーフェスティバル 
スタンプラリー（無料）

と　き／ 7月30日d　10:00～13:30
ところ／ロゼシアター会議室ほか
申し込み／当日直接会場へ
※詳しくは、直接ロゼシアターに問
い合わせるか、ロゼシアターウェ
ブサイトをごらんください。�
�160-2500�Bhttp://rose-theatre.jp

ものづくりフェスタ2014  
in しずおか

と　き／ 8月 9日g　10:00～16:00
ところ／ツインメッセ静岡北館（静
岡市駿河区）
内　容／お菓子細工マジパンづくり、
パワーショベルの体験乗車、ロボッ
ト操縦体験、Ｂ級グルメ出店など

入場料／無料（当日直接会場へ）
問い合わせ／県職業能力開発協会　
（県技能振興コーナー）�
� 1054-344-0202

市立博物館各種教室

教室名 と　き ところ 対　象 定　員 参加費 持ち物

① 布ぞうりづくり 7月26日g　
9:00～11:30

市立博物館本館 1階
会議室

小学生以上（小学生�
は保護者同伴）

20人
（先着順）

400円
（材料費含む）

古着Ｔシャツ 2枚、裁
た

ち
ばさみ、座布団

② かまどでごはん 7月29日c　
10:00～13:00

広見公園内
旧稲垣家住宅 小学 3～ 6年生 10人

（先着順）
300円

（材料費含む）
エプロン、軍手、帽子、
長靴、米 1合

③ 自然の素材d
で

e染め
てみよう

7月30日d　
9:00～12:00

市立博物館
工芸棟染色室

小学生とその保護者
25人

（応募者多数
の場合抽せん）

300円

エプロン、タオル、筆記
用具

④ チラシではがきづくり
7月31日e　
9:00～12:00 タオル、筆記用具

⑤ ホットプレートでお茶づくり
8月 1日f　
9:00～12:00 タオル、軍手、菜箸

⑥ 富士の型染体験「下敷きづくり」
8月 2日g　
9:30～12:30

小学生以上（小学 4
年生以下は保護者同
伴）

20人
（先着順）

1,000円
（材料費含む）

筆記用具、新聞紙、ティ
ッシュ、エプロン、タオ
ル

⑦ 戦時中の料理 8月 6日d　
10:00～13:00

広見公園内
旧稲垣家住宅 小学 3～ 6年生 10人

（先着順） 300円 エプロン、軍手

⑧
富士の型染体験
「ミニテーブルセ
ンターづくり」

8月 9日g　
9:30～12:30

市立博物館
工芸棟染色室

小学生以上（小学 4
年生以下は保護者同
伴）

20人
（先着順）

1,000円
（材料費含む）

筆記用具、新聞紙、ティ
ッシュ、エプロン、タオ
ル

申し込み・問い合わせ／①⑥⑧は 7月19日g、②は20日a、⑦は27日aの9:00から直接または電話で受け付けます。
③④⑤は 7月22日c（消印有効）までに、往復はがきに住所、児童と保護者の氏

ふり

名
が な

、児童の学年、電話番号、講
座名を記入し、〒417-0061　伝法66-2　市立博物館へ　121-3380

夏休み 特 集特 集
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募 　 集
第34回市民福祉まつり 

ポスター図案
社会福祉協議会　164-7100

市民福祉まつりでは、思いやり・
助け合いなど、広く福祉をイメージ
した図案を募集しています。
応募資格／市内在住の人
規　格／四つ切り画用紙、縦仕様（縦

540ミリメートル×横380ミリメー
トル）

応募方法／ 8 月22日fまでに、作品
の裏に住所、氏

ふ り

名
が な

、年齢、電話番
号、作品への思いを記入し、直接
社会福祉協議会へ

※作品にタイトル・日時・会場など
の文字、数字は記入しないでくだ
さい。

お 知 ら せ

どうなる？どうする？私のまちの公共施設 
富士市公共建築物保全計画説明会

行政経営課　155-2719
市の公共施設の多くが建設後30年

以上経過し、今後更新に多くの費用
が必要になってきますが、市の財政
は大変厳しい状況です。このような
現状と課題を知っていただくために
「富士市公共建築物保全計画」の説
明会を開催します。
日（ 7 月）地区まちづくりセンター 時間
23日d 吉原

19:00〜

24日e 吉永
25日f 岩松
28日b 鷹岡
29日c 富士北
30日d 田子浦
31日e 富士見台

申し込み／当日直接会場へ

自衛隊採用制度説明会

市民課　155-2746
と　き／ 8 月17日a・24日a

ところ／自衛隊富士地域事務所（御
幸町13-5）

申し込み／ 3 日前までに、予約が必
要です。電話で自衛隊富士地域事
務所（151-1719）へ

児童扶養手当の現況届と振り込み

子育て支援課　155-2738
児童扶養手当の受給資格を認定さ

れている人（全部支給停止の人も含
む）は、 8 月 1 日時点の家庭状況の
届け出が必要です。必ず本人が来庁
し、手続してください。
と　き／ 8 月13〜18日（この期間の

み、土・日曜日も手続できます）
8:45〜16:00

ところ／消防防災庁舎 7 階大会議室

児童扶養手当振り込みのお知らせ
8 月期（ 4 〜 7 月分）の児童扶    

養手当を 8 月11日bに受給者の口
座に振り込みます。ご確認くださ
い。

新朗読×杉山 直
ちょく

 
劇場版おおきな紙しばい「セロ弾きのゴーシュ」

りぷす富士（富士市交流プラザ）　165-5523
と　き／ 9 月 6 日g　18:30開演
ところ／富士市交流プラザ 2 階多目

的ホール
出　演／杉山直さん（フリーアナウ

ンサー）
入場料／500円（全席自由）
申し込み／ 7 月22日cの9:00から前

売り券を販売します。直接富士市
交流プラザ、ラ・ホール富士、富
士川ふれあいホールへ

NHK放送受信料「全額免除」
を受けている人へ

障害福祉課　155-2759
障害者手帳所持によるＮＨＫ放送

受信料の「全額免除」を受けている
人は、毎年 9 月半ばまでに市民税の
申告をすることをお勧めします。
対　象／世帯に身体障害者手帳・療

育手帳・精神障害者保健福祉手帳
のいずれかを所持する人がいて、
世帯の全員が市民税非課税で、Ｎ
ＨＫ放送受信料の全額免除を受け
ている人

※市民税の申告がない人が世帯の中
にいる場合、市民税非課税世帯か
どうかの判定ができず、免除が受
けられなくなります（本来、収入
などがない人は市民税の申告は不
要ですが、非課税であることなど
を証明する場合には申告が必要で
す）。申告が必要かどうか不明な場
合は、障害福祉課にお問い合わせ
ください。

第53回企画展　富士山の下
ふもと

に灰を雨
ふ

らす 
〜富士の噴火と古墳時代後期の幕開け〜

市立博物館　121-3380
と　き／ 7 月12日〜10月13日　9:00

〜17:00（月曜日は休館。祝日は除
く）

ところ／市立博物館特別展示室ほか
内　容／古墳時代の富士山の噴火活

動を中心に、同時代の自然災害と
古代人の対応について展示

入館料／大人100円、小・中学生50円

○納 入 期 限　 7月31日E
（納入通知書は、 7月中旬に郵送します）
○口座振替日　 7月28日B

7月の水道料金・下水道使用料　お客様センター　155-2846

申し込み／直接、市指定金融機関の窓口へ
持 ち 物／通帳・印鑑（届印）・水栓番号（各
世帯配付の「使用水量等のお知らせ」に記載）

〜納入は便利で確実な口座振替で〜

※納入は 2 か月に 1 度です（地区によって納入月が異なります）。

夜間納税相談
7 月25日F 17:15〜19:00

収納課　155-2730

富士川学校給食センター 
パート業務補助員

教育総務課　155-2865
募集人数／ 1 人
勤務地／富士川学校給食センター、

富士川地区の小・中学校
勤務時間／10:15〜14:30（3.5時間勤

務）
賃　金／時給810円
業務内容／富士川学校給食センター

内での配送準備・施設管理業務、
富士川地区の小・中学校での給食
受け渡し業務

申し込み／ 7 月25日fまでに、市販
の履歴書または臨時職員登録票（教
育総務課で配布、市ウェブサイト
でダウンロード可）に必要事項を
記入し、直接または郵送で、〒417 
-8601　富士市教育委員会教育総務
課へ
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富士市緑の基本計画策定 
市民懇話会委員

都市計画課　155-2786
任　期／10月〜平成28年 3 月31日

（会議は平日昼間、平成26年度は
2 回を予定）

応募資格／市内在住の20歳以上の人
で、今後の市の緑化推進について
積極的な意見などを出してくれる
人

定　員／ 2 人（書類選考）
謝　礼／会議 1 回につき7,000円
申し込み／ 8 月 8 日f（消印有効）

までに、応募用紙（都市計画課・
各地区まちづくりセンターで配布、 
市ウェブサイトでダウンロード可） 
に必要事項を記入し、直接または
郵送・FAX・Eメールで、〒417-
8601　富士市役所都市計画課へ 
 551-0475 
 Etoshikei@div.city.fuji.shizuoka.jp

講座・教室
健康ふじ21推進地区講演会

（無料）
健康対策課　164-8993

①知っておきたいこころの病気〜依
存症の理解と対応〜

と　き／ 7 月18日f　19:00〜20:30
ところ／松野まちづくりセンター
講　師／関

せ き

澤
ざ わ

隆弘さん（聖明病院医
師）

②あなたの肺は大丈夫？〜知ってお
きたいＣＯＰＤ〜

と　き／ 7 月25日f　13:30〜15:00
ところ／フィランセ西館
講　師／遠藤繁

しげる

さん（遠藤内科医院
医師）

③運動不足かも？そんなあなたはロ
コモ予備群〜いつまでもいきいき
と生活するために〜

と　き／ 7 月29日c　19:00〜20:30
ところ／伝法まちづくりセンター
講　師／赤岩龍

りゅう

士
じ

さん（富士リハビ
リテーション専門学校理学療法士）

※軽い運動ができる服装でお越しく
ださい。

★①〜③とも、当日直接会場へ。

富士市食育サポーター

保健医療課食育推進室　155-2884
富士市食育推進計画「第 2 次富士

山おむすび計画」に基づく各種食育
事業（食育講座・料理教室・各種イ
ベントでの食育事業・食育講演会な
ど）にボランティアとして参加でき
る人を募集します。
募集人員／10人程度
応募条件／次に掲げる要件を満たす人
・市内在住・在学・在勤の18歳以上の人
・手当や保険、交通費などについて

原則無償で対応できる人
・本事業を利用して政治、宗教また

は営利活動を行わない人
申し込み／ 9 月30日cまでに、富士

市食育サポーター登録申込書（保
健医療課で配布、市ウェブサイト
でダウンロード可）に必要事項を
記入し、直接または郵送・Ｅメー
ルで、〒417-8601　富士市役所保
健医療課食育推進室へ 
 Eho-iryou@div.city.fuji.shizuoka.jp

富士市公共下水道事業 
PR冊子広告

上下水道総務課　155-2800
掲載枠数／ 2 枠
規　格／縦6.5センチメートル×横

18.5センチメートル（フルカラー）
発行部数／ 9 万2,000部
発行日／平成27年 1 月 1 日e

掲載料／ 1 枠 3 万円（消費税含む）
選定方法／掲載基準に基づき決定

（応募者多数の場合、広告内容を
審査した上で抽せん）

申し込み／7月7日〜8月7日の17:00
（必着）までに、申込書（上下水道
総務課で配布、市ウェブサイトで
ダウンロード可）に必要事項を記
入し、広告掲載原稿の電子データ
と紙原稿を添えて、直接または郵
送で、〒417-0047　青島町191　富
士市水道庁舎 5 階　上下水道総務
課へ

市民福祉まつり参加団体の 
福祉活動を支援します

社会福祉協議会　164-7100
募集期間／ 8 月 1 〜30日
助成内容／福祉活動に必要な備品の

購入にかかる費用
申し込み／直接社会福祉協議会へ
※詳しくは、 7 月25日fに社会福祉

協議会ウェブサイトに掲載予定の
募集要項をごらんください。 
 Bhttp://fujishishakyo.com

公益財団法人 富士市振興公社
（りぷす富士）正規職員
りぷす富士（総務課）　155-3303

試験日／第 1 次試験　 9 月 7 日a

業務内容／公共施設の管理・運営
応募資格／平成27年 4 月 1 日時点で

満25歳までの人
募集人員／若干人
申し込み／ 8 月14〜22日に、試験申

込書・自己紹介書・受験票（ラ・
ホール富士 3 階総務課で配布、り
ぷす富士ウェブサイトでダウンロ
ード可）に必要事項を記入し、直
接または郵送（書留または配達記
録）で、〒417-0052　中央町2-7- 
11　りぷす富士総務課へ 
 Bhttp://www.fuji-kousya.jp

※第 1 次試験合格者には第 2 次試験
（ 9 月21日a実施）があります。

放送大学10月生

社会教育課　155-2873
放送大学はテレビなどの放送を利

用して授業を行う通信制の大学です。
平成26年度第 2 学期（10月入学）

の学生を募集します。
出願期間／ 8 月31日a（必着）まで
問い合わせ／放送大学静岡学習セン

ター 1055-989-1253

第四次国土利用計画（富士市
計画）策定市民懇話会委員

都市計画課　155-2786
任　期／10月〜平成28年 3 月31日

（会議は平日昼間、平成26年度は
2 回を予定）

応募資格／市内在住の20歳以上の人
で、今後の市の土地利用について
積極的な意見などを出してくれる
人

定　員／ 2 人（書類選考）
謝　礼／会議 1 回につき7,000円
申し込み／ 8 月 8 日f（消印有効）

までに、応募用紙（都市計画課・
各地区まちづくりセンターで配布、 
市ウェブサイトでダウンロード可） 
に必要事項を記入し、直接または
郵送・FAX・Eメールで、〒417-
8601　富士市役所都市計画課へ 
 551-0475 
 Etoshikei@div.city.fuji.shizuoka.jp
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各地区まちづくりセンター各種講座

講座名 と　き 対　象 申込先・主な会場 定員 受講料 受付期間

① ワードでお絵かき
8月26日〜10月21日の毎週火曜日

（ 9 月23日は除く）　
9:30〜11:30　計 8 回

市内在住・在学・
在勤の成人

伝法まちづくりセンター
〒417-0061　伝法2743-2
151-4091

15人
800円

（ 4 GB以上の
USBメモリ持参）

7 月22〜31日
（必着）

② 種から育てる
そば打ち入門

8 月27日〜12月15日
9:30〜11:30または12:30　計 9 回

市内在住・在学・
在勤の人

松野まちづくりセンター
〒421-3303　
南松野1792-2
156-1055

12人
900円

（別途材料費
が必要）

7 月 7 〜28日
（消印有効）

③ 手間いらずの
おかしづくり

9 月 7 日・28日、10月 5 日・12日、 
11月 2 日の各日曜日　
14:00〜16:00　計 5 回

市内在住・在学・在
勤で、中学生以下
の子どもを持つ親

16人
500円

（別途材料費
4,000円）

④ エアロビクス
入門

9 月12日〜平成27年 3月13日の金
曜日　10:00〜12:00　計15回

市内在住・在学・
在勤の人 30人 1,500円

⑤ わんぱく
親子体操

9 月〜平成27年 3 月の毎月第 3 土
曜日　10:00〜11:30　計 7 回

市内在住・在学・
在勤の年少児〜年
長児とその保護者

25組 500円

⑥ 今どきの孫育て 9 月 2日〜10月21日の毎週火曜日　
10:00〜11:30　計 7 回 市内在住・在学・

在勤の成人

鷹岡まちづくりセンター
〒419-0202　
久沢836-1
171-3215

20人 500円

7 月31日e
（消印有効）
まで

⑦ スムーズコミュ
ニケーション！

9月 3 日〜11月12日の隔週水曜日　
9:30〜11:30　計 6 回 20人

600円
（別途教材費
1,260円）

⑧
ママ＆ベビーの
ボディケア
〜後期〜

10月7日〜11月25日の毎週火曜日　
13:30〜15:30　計 8 回

市内在住・在勤の
平成26年 4 月 1 日
〜平成26年 8 月 7
日生まれの子と母
親

15組 500円

⑨ おうちで
リフレッシュ

10月 8 日〜11月19日の水曜日（月
2 回）　19:00〜21:00　計 4 回

市内在住・在学・
在勤の20〜39歳の
人

20人
400円

（別途材料費
が必要）

⑩
男の料理教室
〜ワールドキッ
チンコース〜

10月 9 日、11月13日、12月11日の
各木曜日
19:00〜21:00　計 3 回

市内在住・在学・
在勤の成人男性 12人

300円
（別途材料費
3,000円程度）

⑪ 健康クッキング
9月〜平成27年 2 月の毎月第 1 火
曜日（平成27年 1 月は第 2 火曜日） 
9:30〜12:00　計 6 回

市内在住・在勤の
おおむね60歳以上
の人

広見まちづくりセンター
〒417-0862　石坂470-5
121-3444

12人
500円

（別途材料費 1 回
につき700円程度）

申し込み／市ウェブサイトまたはモバイルサイトで電子申請するか、各受付期間に、はがきを持参または往復はが
きに住所、氏

ふ り

名
が な

（⑤⑧は子どもの氏
ふ り

名
が な

・性別・生年月日）、年齢、性別、電話番号、市外在住の人は学校名または
勤務先、講座名を記入し、申込先の各地区まちづくりセンターへ

※全て、応募者多数の場合抽せん。

　
平
成
27
年
10
月
1
日
、
5
年
に
1
度
の

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、「
国
勢
調
査
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

調
査
員
業
務
に
、
理
解
と
熱
意
を
持
っ

て
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
、
20
歳
以
上
の

人
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
任
命
期
間
は
、

平
成
27
年
9
〜
10
月
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
国
勢
調
査
以
外
の
基
幹
統
計
調

査
な
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
、「
登
録

調
査
員
」
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
統
計
調
査
員
に
は
、
各
調
査
ご

と
に
規
定
の
報
酬
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
統
計
担
当

☎（
55
）2
7
0
8

5（
51
）2
3
6
3

仕
事
内
容

❶ 

調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席

❷ 

担
当
調
査
区
の
確
認

❸ 

調
査
票
の
配
布
と
記
入
依
頼

❹ 

調
査
票
の
回
収

❺ 

調
査
票
の
点
検
・
整
理
・
提
出

任
命
要
件

■
原
則
と
し
て
満
20
歳
以
上
の
人

■
責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行

で
き
る
人

■
秘
密
の
保
護
に
関
し
信
頼
が
お
け

る
人

■
税
務
・
警
察
に
直
接
関
係
が
な
い

人
■
選
挙
に
直
接
関
係
が
な
い
人

■
暴
力
団
員
で
は
な
い
人
ま
た
は
暴
力

団
と
密
接
な
関
係
を
有
し
な
い
人

※
守
秘
義
務

　

統
計
調
査
員
は
、
調
査
活
動
中
に

知
り
得
た
こ
と
が
ら
な
ど
を
外
部
に

漏
ら
す
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
個
人
情
報
を
扱
う
統
計
調
査
に

と
っ
て
、
秘
密
の
保
護
は
最
も
重
要

で
す
。秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
に
は
、

罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

平成27年

国
勢
調
査
員募

集
し
ま
す

を
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6日A 宮﨑クリニック 66-3731 松 岡 さいとう眼科医院 2
（0544）

8-5615 富士宮市 善得クリニック 51-8733 今泉 5 下 村 接 骨 院 35-3663 大 淵
13日A 池田産婦人科医院 21-2228 石 坂 戸 田 眼 科 医 院 2

（0544）
1-9666 富士宮市 つりた耳鼻咽喉科クリニック 9

（055）
27-3387 沼津市 富士中島整骨院 38-9653 中 島

20日A 富士レディースクリニック 21-1111 富士見台 渡辺クリニック 22-1500 富士見台 よねやま耳鼻咽喉科医院 53-6885 永田町1 はぎはら接骨院 72-4524 天 間
21日B 望月産婦人科医院 34-0445 比 奈 芦 川 病 院 52-2480 中央町2 さわだの森耳鼻咽喉科クリニック 9

（055）
29-8787 沼津市 藤 島 接 骨 院 81-4732 中之郷

27日A 窪田レディースクリニック 65-7077 平 垣 中西眼科クリニック 36-1800 中 野 三 島 中 央 病 院 9
（055）

71-4133 三島市 す る が 接 骨 院 51-2215 永田北町

と　

き

7月の接骨師会 
休日当直当番

眼
が ん

科
か Ophthalmology

Oftalmolagia

9:00〜17:00

耳
じ

 鼻
び

 科
か Otorhinolaryngology

Otorrinolaringologia

8:00〜17:00

産
さ ん

婦
ふ

人
じ ん

科
か Gynecology＆Obstetrics

Gineco-Obstetrica

8:00〜翌8:00

柔
じゅう

道
ど う

整
せ い

復
ふ く Bonesetter

Clinica de osteopatia

9:00〜17:00

Available Hospitals in the Holiday
Pronto Socorro em  atendimento fim de semana e feriados7月の休日当直医 救急当直医案内

151-9999

内
な い

科
か

・小
しょう

児
に

科
か

・外
げ

科
か Internal Medicine/Pediatrics/Surgery

Clinica Geral/Pediatria/Cirurgias
歯科医師会館　153-5555
　　　　　　　伝法2850-3
日曜日・祝休日 9:00〜12:00
　　　　　　  13:00〜16:00

歯
し

　科
か Dentistry

Dentistas

Emergency Hospitals
Hospitais de emergencia

救 急 救急医療センター　151-0099　津田217-2
平日19:00〜翌8:00　土曜日14:00〜翌8:00　日曜日・祝休日 9:00〜翌8:00
〈診療上の注意〉必ず保険証を持参してください。緊急性により診察順が変わり、投薬は

1 日分です。子どもが受診する場合は、早目の時間帯にお越しください。

富士発・女
ひ と

と男
ひ と

のフォーラム 
「どうなる？日本の食と農の未来」

多文化・男女共同参画課　155-2724
と　き／ 8 月 2 日g　13:00〜
ところ／フィランセ西館 4 階大ホール
講　師／白井和宏さん（『遺伝子組み

換え食品の真実』翻訳者）
参加費／無料
申し込み／ 7 月19日gまでに、電話

またはFAXで、生活クラブ生協静
岡　沼津センター　菅沼　方へ 
 1055-923-4828 
 5055-922-6153

※託児あり（事前にお申し込みください）。

さわやか健康体操教室（60歳以上対象） 
〜ストレッチ体操、リズム体操、レクリエーション〜

スポーツ振興課　155-2876
会　　場 定員 と　き 曜日 開講時間

富士北まちづくりセンター 50人 9 月 2 日〜 火 　10:00〜11:00

市立富士体育館
60人

9 月 3 日〜 水

① 9:30〜10:30

50人 ②10:45〜11:45
※男性対象。

天間まちづくりセンター 各50人 ① 9:30〜10:30
②10:45〜11:45

富士川まちづくりセンター 40人 　10:00〜11:00
富士見台まちづくりセンター 各40人 9 月 4 日〜 木

① 9:30〜10:30
②10:45〜11:45須津まちづくりセンター

松野まちづくりセンター 40人 　10:00〜11:00
市立富士体育館 各60人 9 月 5 日〜 金 ① 9:30〜10:30

②10:45〜11:45田子浦まちづくりセンター 各45人

9 月 8 日〜 月元吉原まちづくりセンター 45人 　 9:30〜10:30
鷹岡まちづくりセンター 60人 　10:00〜11:00大淵まちづくりセンター 50人
※全て計10回、祝休日・休講日を除いて毎週開催。受講料各1,000円。
対　象／ ● 市内在住の60歳以上（平成26年 9 月 1 日時点）の人 

● 1 時間程度仲間と一緒に体を動かせる人
申し込み／ 8 月 1 日f（必着）までに、往復はがきに住所、氏

ふ り

名
が な

、年齢、
性別、電話番号、会場名・曜日・時間（①・②がある会場は、第 1 希望、
第 2 希望）を記入し、〒417-8601　富士市教育委員会スポーツ振興課へ

※各応募者多数の場合抽せん。同じ会場内で人数調整をする場合があります。

パソコン講習会 
デジカメ画像活用講座

シルバー人材センター　153-1150
と　き／ 8 月 2 日〜 9 月27日の毎週

土曜日（ 8 月16日は除く）　13:00
〜15:00　計 8 回

ところ／ラ・ホール富士 7 階ＯＡルーム
内　容／デジカメで撮った静止画・動

画を編集し、旅行記などのDVDを作成
対　象／簡単な文字入力ができ、デ

ジカメを使ったことがある人（備
えつけのW

ウ ィ ン ド ウ ズ

indows 7 使用）
定　員／20人（先着順）
受講料／6,000円（別途、施設使用料

・資料代として2,000円）
申し込み／ 7 月22〜24日の9:00〜16:00

に、電話でシルバー人材センターへ
※受講生 5 人に対してアシスタント

1 人がつきます。

初心者タッチラグビー教室 
〜2019ラグビーワールドカップ 日本開催決定〜

スポーツ振興課　155-2876
と　き／ 9月10〜24日の毎週水曜日　

19:00〜21:00　計 3 回
ところ／市立富士川体育館体育室
内　容／タッチラグビーの基本技術

の習得からゲーム
対　象／市内在住・在勤の人（小・

中学生は保護者同伴）
定　員／50人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／500円
申し込み／ 8 月 6 日d（必着）まで

に、市ウェブサイトまたはモバイ
ルサイトで電子申請するか、往復
はがきに住所、氏

ふ り

名
が な

、年齢（学年）、 
性別、電話番号、一緒に参加する
保護者の氏

ふ り

名
が な

（小・中学生のみ）
を記入し、〒417-8601　富士市教
育委員会スポーツ振興課へ

富士市コールセンター

8 月 1 日Fから受付時間を 
8:30〜18:00 
に変更します。

7 月の教育委員会会議
7 月定例会を開催します 

（どなたでも傍聴できます）
と　き／ 7 月18日f　13:30〜
ところ／市役所 8 階政策会議室
 教育総務課　155-2865



平
成
26
年
7
月
5
日
号
（
毎
月
5
日
・
20
日
発
行
） ウェブサイトhttp://fujishi.jp　※モバイルサイト・t

ツ イ ッ タ ー
witter・F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook・Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTubeでも情報発信中。

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～19:00

問い合わせは

　

浮
島
沼
と
沼
川
で
起
こ
っ
た
洪
水
の
被
害
は
、

大
雨
に
よ
り
増
水
し
た
水
が
滞
留
し
、
あ
た
り

一
面
の
低
地
に
冠
水
し
て
湖
の
よ
う
に
な
り
、

稲
な
ど
の
農
作
物
が
水
腐
れ
し
て
し
ま
う
も
の

で
し
た
。
周
辺
の
住
居
地
に
も
水
が
あ
ふ
れ
、

交
通
が
途
絶
え
、
舟
に
よ
る
交
通
手
段
し
か
な

く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。「
浮
島
」
と

い
う
地
名
は
、
田
が
流
さ
れ
る
、
田
が
浮
い
て

い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

万
治
3
年
（
1
6
6
0
年
）
は
、
ま
れ
に
見

る
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。
全
国
各
地
で
暴
風

雨
が
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。10
月
24
日
の
暴
風
雨
で
沼
川
が
氾
濫
し
て
、

高
波
に
よ
っ
て
潮
水
が
逆
流
し
、
沼
川
周
辺
の

田
畑
が
冠
水
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
川
と
海
か

ら
運
ば
れ
る
土
砂
に
よ
っ
て
吉
原
湊

み
な
と

口ぐ
ち

（
現
在

の
田
子
の
浦
港
）
が
塞
が
れ
、
湖
の
よ
う
に
な

り
、
6
日
間
も
水
が
引
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
吉
原
湊
口
に
は
、
強
い
西
風
で
波
と
砂
が

吹
き
荒
れ
、
東
に
向
か
っ
て
1
2
0
0
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
る
長
い
砂さ

州す

（
流
水
に
よ
り
砂
が
堆

積
し
て
で
き
る
地
形
）
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
井
の
妙
法
寺
か
ら
吉
原
宿（
中
吉
原
宿
：
現

在
の
依
田
橋
地
区
）
の
東
端
ま
で
は
舟
を
使
っ

て
往
来
し
、
家
屋
は
水
浸
し
に
な
り
、
農
作
物

は
収
穫
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
幕
府
は
、
吉

原
湊
口
の
掘
り
明
け
の
た
め
、
蒲か

ん

原ば
ら

代
官
一い

っ

色し
き

内く
ら
の蔵

助す
け

、
沼
津
代
官
野の

村む
ら

長
四
郎
、
加
島
代
官

古ふ
る

郡ご
お
り

孫ま
ご

太だ

夫ゆ
う

の
三
代
官
に
、
吉
原
湊
口
の
復
旧

工
事
を
命
じ
ま
し
た
。
三
代
官
は
、
村
々
か
ら

吉
原
湊
口
を
掘
り
明
け
る
た
め
の
人
を
集
め
、

新
湊
口
を
切
り
開
く
の
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

冠水して泥海になった
浮島沼周辺の惨状 
〈「浮島ヶ原開拓史」から〉

第3回

富士山が世界遺産に登録されて、
早いもので1年が経ちました。先月、
その記念イベントが市内各所で盛大
に行われ、改めて富士山の麓で暮ら
せることのすばらしさを感じました。
その富士山が一望できる田子の浦港
では、港について楽しく学んでもらお

うと「田子の浦ポートフェスタ」がこ
とし初開催されます。新鮮なシラスや、
港からの眺望のほかにも、まだまだ
私たちの知らないよさが隠されていま
す。このイベントに参加し、田子の
浦港の魅力についても再発見してみ
てはいかがでしょうか。（若）

現在の浮島沼周辺

昭和 6 ・ 7 年ごろの水害

過
去
に
学
ぶ

　

「
富
士
の
災
害
史
」は
、
過
去
に
市
域
が
見
舞
わ
れ
た
災
害
を
皆
さ
ん
に
理

解
し
て
も
ら
い
、
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
3
月
に
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
広
報
ふ
じ
で
は
、
定
期
的
に
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

万ま
ん

治じ

3
年
の
水
害

富
士
の
災
害
史

人　口　257,982人  （前月比－91 ）
　　男　127,512人  （－24）　
　　女　130,470人  （－67）
世　帯　100,420世帯（ + 58） 6 月 1 日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601　静岡県富士市永田町1-100

☎0545-51-0123 50545-51-1456
※8月から8：30～18：00

ち
ょ
う
し
ろ
う


